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3 高齢期移行助成事業
７月１日から区分Ⅱの対象となる方が変わります

　

対
象
者
な
ど
の
詳
細
は
左
表
の

と
お
り
で
、
区
分
Ⅱ
の
対
象
と
な

る
方
の
条
件
が
追
加
さ
れ
ま
す
。

　
な
お
、
平
成
29
年
６
月
30
日
ま

で
に
65
歳
に
な
る
方
に
つ
い
て

は
、
経
過
措
置
と
し
て
現
行
の
助

成
制
度
を
継
続
し
ま
す（
新
た
に

手
続
き
は
不
要
で
す
）。

　
現
在
、
65
歳
～
69
歳
の
市
民
税

非
課
税
世
帯
で
、
所
得
が
一
定
額

以
下
の
方
を
対
象
に
、「
老
人
医
療

費
助
成
事
業
」を
実
施
し
て
い
ま

す
が
、
県
の
行
財
政
改
革
に
伴
い

同
事
業
を
廃
止
し
、
新
た
に「
高

齢
期
移
行
助
成
事
業
」を
創
設
し

ま
す
。

問
い
合
わ
せ　
医
療
保
険
課
☎
５
５
２
‐
７
１
０
３

７
月
１
日
か
ら
老
人
医
療
費
助
成
事
業
を
廃
止
し
、

高
齢
期
移
行
助
成
事
業
を
新
設
し
ま
す

問
い
合
わ
せ　
地
域
整
備
課
☎
５
５
２
‐
５
０
２
５

道
路
に
張
り
出
し
た
樹
木
の
剪
定
・

伐
採
を
お
願
い
し
ま
す

　

道
路
上
に
樹
木
が
張
り
出
し
て

い
る
と
、
歩
行
者
や
自
動
車
の
通

行
を
妨
げ
、
道
路
標
識
や
カ
ー

ブ
ミ
ラ
ー
な
ど
が
見
え
に
く
く
な

り
、
交
通
事
故
の
原
因
に
も
な
り

ま
す
。

　

道
路
に
隣
接
す
る
個
人
宅
か
ら

張
り
出
し
た
庭
木
や
生
け
垣
、
山

林･

空
き
地
な
ど
の
草
木
が
原
因

（
倒
木
、
枝
の
落
下
、

落
雪
な
ど
）で
、
事
故

な
ど
が
発
生
し
た
場

合
、
土
地
所
有
者
が

賠
償
責
任
を
問
わ
れ

る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　

通
行
者
の
安
全
と

事
故
防
止
の
た
め
に
、

「
建
築
限
界
」を
守
り

下
図
の
よ
う
な
状
況
に

な
っ
て
い
な
い
か
、
定

期
的
な
確
認
と
適
正

な
管
理
を
お
願
い
し

ま
す
。

道
路
の
建
築
限
界
と
は　

　

道
路
法
な
ど
の
法
令
で
、
道
路

上
の
安
全
を
確
保
す
る
た
め
、
車

道
の
上
空
４･

５
㍍
、
歩
道
の
上

空
２･

５
㍍
の
範
囲
内
に
障
害
と

な
る
も
の
を
置
い
て
は
な
ら
な
い

と
し
て
い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ　
人
権
推
進
課
☎
５
５
２
‐
６
９
２
６

平
成
29
年
度
住
民
学
習
が

は
じ
ま
り
ま
す

　
篠
山
市
で
は
、
一
人
一
人
の
人
権
が
尊
重
さ

れ
る
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し
て
、
人
権
教
育
や

啓
発
を
進
め
て
お
り
、
市
民
の
皆
さ
ん
と
と
も

に
さ
ま
ざ
ま
な
テ
ー
マ
で
住
民
学
習
に
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。

　
今
年
度
の
テ
ー
マ
は
障
が
い
の
あ
る
人
の
人

権
。
障
が
い
に
つ
い
て
学
習
し
、
社
会
の
中
に

あ
る
障
壁（
バ
リ
ア
）が
何
な
の
か
理
解
す
る
こ

と
で
、
障
が
い
の
あ
る
人
も
な
い
人
も
、
お
互

い
に
尊
重
し
合
い
な
が
ら
共
に
生
き
て
い
け
る

社
会
を
目
指
し
ま
す
。

　
こ
れ
か
ら
各
自
治
会
に
お
い
て
、
住
民
学
習

会
が
は
じ
ま
り
ま
す
。「
共
に
生
き
る
こ
と
の
喜

び
」を
感
じ
合
え
る
よ
う
、
み
ん
な
で
人
権
感

覚
を
磨
い
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

対象年齢 65歳以上69歳以下
区
分
Ⅰ

対象 市民税非課税世帯で、世帯全員に所得なし
（年金収入80万円以下かつ所得なし）

負担割合 ２割負担（※1）

負担限度額 外来8,000円／月
入院15,000円／月

区
分
Ⅱ 対象

市民税非課税世帯で、本人の年金
収入を加えた所得が80万円以下
かつ要介護2以上の要介
護認定を受けている方

負担割合 ２割負担

負担限度額 外来12,000円／月（※2）　
入院35,400円／月（※3）

昭和24年6月30日以前生まれの方については、（※1）は1割負担、（※
2）は8,000円／月、（※３）は24,600円／月。

とき 対象地区 ところ

6
月

16 日（金） 村雲 ハートピアセンター
17 日（土） 大芋 大芋公民館
19 日（月） 畑 みたけ会館
20 日（火） 日置 城東公民館
23 日（金） 後川 後川文化センター

7
月

3 日（月） 福住 福住公民館
4 日（火） 篠山 城下まち会館（大手前展示館内）
7 日（金） 八上 高城会館
8 日（土） 城北 玉水会館

10 日（月） 岡野 岡野文化会館
（岡野コミュニティセンター）

11 日（火） 雲部 雲部公民館
14 日（金） 西紀北 しゃくなげ会館
15 日（土） 西紀中 げんき・げんきハウス
18 日（火） 西紀南 西紀老人福祉センター
21 日（金） 大山 ふれあい館（大山小学校内）
22 日（土） 住吉台 住吉台コミュニティ消防センター

8
月

1 日（火） 城南 コミュニティセンター城南会館
5 日（土） 味間（住吉台以外） 丹南健康福祉センター
7 日（月） 古市 古市コミュニティ消防センター
8 日（火） 今田 今田まちづくりセンター

平成 29年度ふるさと一番会議開催日程
■開催予定時間　19:30 ～ 21:00

７
月
１
日
は
福
祉
医
療
受
給

者
証
の
更
新
日
で
す

　
福
祉
医
療
費
（
老
人
、
乳

幼
児
、
こ
ど
も
、
重
度
障
害

者
、
高
齢
重
度
障
害
者
、
母

子
家
庭
等
）
の
新
た
な
更
新

手
続
き
は
不
要
で
す
が
、
所

得
の
見
直
し
を
行
い
ま
す
。

受
給
資
格
の
あ
る
方
に
は
、

６
月
末
頃
に
新
し
い
受
給
者

証
を
お
送
り
し
ま
す
。
受
給

者
証
の
色
は
、
う
す
緑
色
か

ら
サ
ー
モ
ン
ピ
ン
ク
に
か
わ

り
ま
す
。

次
の
方
は
手
続
き
が
必
要
で

す
。
必
ず
提
出
を

１
月
2
日
以
降
に
篠
山
市
に

転
入
さ
れ
、
所
得
確
認
が
で

き
な
い
方

　
前
住
所
地
で
の
所
得
証
明

書
が
必
要
で
す
。
対
象
の
方

に
は
６
月
中
旬
に
案
内
を
お

送
り
し
ま
す
。

母
子
家
庭
等
医
療
費
受
給
者

　
「
母
子
家
庭
等
現
況
届
」

の
提
出
が
必
要
で
す
。
対
象

の
方
に
は
５
月
中
旬
に
案
内

を
お
送
り
し
ま
す
。

変更箇所
条件が追加
されます

「共に生きる
ことの喜び」

手話や筆談・
読み上げなど、
ちょっとした工夫で
会話ができるね。

何て声をかけたら
いいかな？

心のバリアをなくし
ていきたいね。

若い人も、高齢の方も
暮らしやすい篠山市に

市政をよく知らない
市長・教育長が

説明します

まちのここが
不安、よくしたい

一緒に考えましょう
教えてください

もっとこうなったら
子育てしやすいなぁ…
子育てしやすい篠山を

目指しています！
皆さんの想いや

考えをもっと
知りたいです！

私が聞いたのだから、
付添いの人ではなく私
の方を向いて話をして

ほしいな。

障壁（バリア）は、
社会の側にあるよ。
スロープがあれば
車イスもベビーカーも
出入りできるよね。

建築限界の範囲

4.5m

2.5m

私有地 車道 歩道 私有地

問
い
合
わ
せ　
総
務
課
☎
５
５
２
‐
６
１
６
０

ふ
る
さ
と一番
会
議
を
開
催
し
ま
す

皆
さ
ん
の
ご
意
見
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い

ふ
る
さ
と一番
会
議　

　

市
長
、
教
育
長
が
出
席
し

て
、
篠
山
市
の
重
要
な
課
題

や
篠
山
の
教
育
に
つ
い
て
、

市
民
の
皆
さ
ん
に
説
明
し
、

ご
意
見
を
伺
う
機
会
で
す
。

※
味
間
地
区
は
、
住
吉
台
と

　

住
吉
台
以
外
に
分
け
て
開

　
催
し
ま
す
。

内　

容　

①
平
成
29
年
度

の
市
政
や
教
育
行
政
に
つ
い
て

（
30
分
程
度
）②
質
疑
応
答
・

提
言（
１
時
間
程
度
）

対　

象　

対
象
地
区
内
の
市

民
の
皆
さ
ん
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2 

▲

3

第
７
回
さ
さ
や
ま
景
観
写
真
コ
ン
ク
ー
ル

篠
山
の
景
観
写
真
を
募
集
し
ま
す

○投票日… ７月2日（日）
○投票時間…７時～ 20時
○投票場所…投票所入場券に記載された投票

所
○投票できる方…日本国民で年齢満18歳以

上（平成11年7月3日までの生まれ）、引き
続き３カ月以上市内に住所のある方

○投票所入場券…世帯ごとに封筒に入れて郵
送します。

○告示日… 6月15日（木）

市政レーダー
　

平
成
29
年
度
の
市
税
な
ど
の
納

期
限
は
表
の
と
お
り
で
す
。
忘
れ

ず
に
期
限
内
に
納
め
ま
し
ょ
う
。

納
付
場
所

○
篠
山
市
役
所
・
各
支
所

○
各
金
融
機
関（
三
井
住
友
銀
行・

但
馬
銀
行
・
み
な
と
銀
行
・
中

兵
庫
信
用
金
庫
・
兵
庫
県
信
用

組
合
・
丹
波
さ
さ
や
ま
農
業
協

同
組
合
）

○
ゆ
う
ち
ょ
銀
行
お
よ
び
郵
便
局

（
近
畿
２
府
４
県
）

○
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア（
金

額
が
30
万
円
以
下
の
も
の
、
納

期
限
が
過
ぎ
て
い
な
い
も
の

に
限
り
ま
す
）

口
座
振
替

　

定
期
振
替
日
は「
納
期
限
」の
日

で
す
。
振
替
不
能
と
な
っ
た
場
合

の
再
振
替
は
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、

確
実
に
振
替
で
き
る
よ
う
振
替
日

の
前
日
ま
で
に
指
定
口
座
へ
の
入

金
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ　
税
務
課
☎
５
５
２
‐
６
９
２
７

平
成
29
年
度
市
税
・
国
民
健
康
保
険
税
の

納
期
限
を
お
知
ら
せ
し
ま
す

問
い
合
わ
せ　
地
域
計
画
課
☎
５
５
２
‐
１
１
１
８

募
集
テ
ー
マ　

「
篠
山
の
田
園
景
観
」

応
募
規
定

○
応
募
は
１
人
３
点
ま
で（
未
発

表
の
作
品
に
限
る
）

○
市
内
で
１
年
以
内
に
撮
影
し
た

も
の

○
カ
ラ
ー
プ
リ
ン
ト
四
つ
切
サ
イ

ズ（
ワ
イ
ド
四
つ
切
サ
イ
ズ
も

可
）

○
画
像
加
工
し
た
作
品
は
不
可

資　
格　
特
に
な
し（
プ
ロ
、
ア
マ

チ
ュ
ア
を
問
わ
ず
ど
な
た
で
も
可
）

応
募
期
間　
６
月
１
日（
木
）～
９

月
５
日（
火
）　
※
消
印
有
効
。

応
募
方
法　
右
記
お
よ
び
各
支

所
な
ど
に
備
え
付
け
の
応
募
票

（
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
も
掲
載
）

を
応
募
作
品
に
添
付
し
、
右
記

ま
で
提
出

審
査
の
視
点　
景
観
を
大
切
に

思
う
気
持
ち
が
伝
わ
り
、
残
し

て
い
き
た
い
と
感
じ
ら
れ
る
も

の
／
人
々
の
暮
ら
し
の
中
に
息

づ
い
て
い
る
も
の
／
篠
山
の
歴

史
や
伝
統
文
化
が
反
映
さ
れ
た
も

の
／
新
た
な
景
観
資
源
、
新
し
い

文
化
が
感
じ
ら
れ
る
も
の
／
誰
も

が
自
由
に
訪
れ
る
こ
と
が
で
き
る

場
所
で
撮
影
さ
れ
た
も
の

賞　
最
優
秀
賞
１
点
／
優
秀
賞
２

～
３
点
／
創
造
農
村
ま
ち
づ
く
り

賞
１
～
２
点
／
入
選
数
点

※
入
賞
者
に
は
、
後
日
、
表
彰

式
で
賞
状
お
よ
び
賞
品（
丹
波

焼
）を
贈
呈
し
ま
す
。

※
応
募
者
全
員
に
２
０
１
８
年
篠

山
市
景
観
カ
レ
ン
ダ
ー
を
お

送
り
し
ま
す
。

忘れず納期限内に納めましょう！

問
い
合
わ
せ　
選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局
☎
５
５
２
‐
５
１
１
６

こ
の
夏
、

兵
庫
県
知
事
選
挙
が
執
行
さ
れ
ま
す

期
日
前
投
票
に
つ
い
て

　
投
票
日
当
日
に
仕
事
や
レ
ジ
ャ

ー
な
ど
の
予
定
の
あ
る
方
は
、
期

日
前
投
票
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

場
所
・
時
間

〇
市
役
所
本
庁
１
階
・
市
民
ホ
ー

ル
＝
６
月
16
日（
金
）～
７
月

１
日（
土
）８
時
30
分
～
20
時

〇
各
支
所
＝
６
月
24
日（
土
）～
７

月
１
日（
土
）８
時
30
分
～
17

用
紙
な
ど
が
送
付
さ
れ
ま
す

③
病
院
・
施
設
な
ど
で
決
め
ら
れ

た
日
時
に
施
設
内
で
投
票
し

ま
す

④
記
載
済
み
の
投
票
用
紙
な
ど

は
、
病
院
・
施
設
な
ど
か
ら
篠

山
市
選
挙
管
理
委
員
会
に
送

付
さ
れ
ま
す

〇
下
記
に
該
当
し
、
郵
便
等
投
票

証
明
書
を
所
持
さ
れ
て
い
る

方
→
自
宅
で
投
票

①
請
求
書
に
郵
便
等
投
票
証
明
書

を
添
付
し
、
篠
山
市
選
挙
管
理

委
員
会
に
投
票
用
紙
な
ど
を

請
求
し
ま
す

②
請
求
書
記
載
の
住
所
に
投
票
用

紙
な
ど
が
郵
送
さ
れ
ま
す

③
自
宅
で
投
票
用
紙
に
記
入
後
、

封
筒
に
入
れ
篠
山
市
選
挙
管

理
委
員
会
に
返
送
し
ま
す

手帳の種類 障害などの種別 障害などの程度

身体障害者手帳

両下肢、体幹、移動機能の障害 １級、２級
心臓、じん臓、呼吸器、ぼうこう、
直腸、小腸の障害 １級、３級

免疫、肝臓の障害 １級から３級

戦傷病者手帳
両下肢、体幹の障害 特別項症から第２項症まで
心臓、じん臓、呼吸器、ぼうこう、
直腸、小腸、肝臓の障害 特別項症から第３項症まで

介護保険被保険者証 介護保険法の要介護認定者 要介護５

不
在
者
投
票
に
つ
い
て

　

次
の
事
情
に
よ
り
、
当
日
投
票

所
お
よ
び
期
日
前
投
票
所
に
行
く

こ
と
が
で
き
な
い
方
は
不
在
者
投

票
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

〇
仕
事
や
旅
行
な
ど
で
選
挙
期
間

中
、
篠
山
市
以
外
の
市
区
町
村

に
滞
在
さ
れ
る
場
合
→
篠
山

市
以
外
の
市
区
町
村
で
投
票

①
篠
山
市
選
挙
管
理
委
員
会
に
投

票
用
紙
な
ど
を
請
求
し
ま
す

②
滞
在
先
住
所（
請
求
書
記
載
の

住
所
）に
投
票
用
紙
な
ど
が
郵

送
さ
れ
ま
す

③
受
け
取
っ
た
投
票
用
紙
な
ど
を

持
っ
て
、
滞
在
先
の
選
挙
管
理

委
員
会
で
投
票
し
ま
す

④
記
載
済
み
の
投
票
用
紙
な
ど

は
、
滞
在
先
の
選
挙
管
理
委
員

会
か
ら
篠
山
市
選
挙
管
理
委

員
会
に
送
付
さ
れ
ま
す

〇
指
定
病
院・施
設
な
ど
に
入
院・

入
所
さ
れ
て
い
る
場
合
→
指

定
病
院
、
施
設
な
ど
で
投
票

①
病
院
長
・
施
設
長
な
ど
を
通
じ

て
、
本
人
の
意
思
に
よ
り
投
票

用
紙
な
ど
を
請
求
し
ま
す

②
指
定
病
院
・
施
設
な
ど
に
投
票

時　

※
丹
南
支
所
は
四
季
の

森
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
東
館
。

〇
篠
山
口
駅
＝
６
月
26
日（
月
）～

７
月
１
日（
土
）18
時
～
20
時

方　
法　
当
日
投
票
所
に
行
け
な

い
事
由
な
ど
を
宣
誓
書
に
記
入
の

上
、
投
票
。
投
票
所
入
場
券
裏
面

の
期
日
前
投
票
宣
誓
書
欄
に
あ
ら

か
じ
め
ご
記
入
の
上
、
持
参
い
た

だ
く
こ
と
で
も
投
票
で
き
ま
す
。

投
票
施
設
の
変
更

に
つ
い
て

第
30
投
票
所　
九
頭
女
神
社
社

務
所
…
滝
の
里
会
館（
上
筱
見

公
民
館
）か
ら
変
更

【
投
票
区
域
】下
筱
見
南
部
、

下
筱
見
北
部
、
上
筱
見

選挙は私たちの暮らしの代表者を決め
る大事な機会です。私
たちの大切な一票を有
効に生かすため、棄権
をせずに投票へ行きま
しょう

納付月
税目

納期限固定資産税 軽自動車税 市県民税 国民健康
保険税

4 月 １期 5 月　1 日（月）
5 月 全期 5 月 31 日（水）
6 月 １期 6 月 30 日（金）
7 月 ２期 １期 7 月 31 日（月）
8 月 ２期 ２期 8 月 31 日（木）
9 月 ３期 10 月　2 日（月）

10 月 ３期 ４期 10 月 31 日（火）
11 月 ５期 11 月 30 日（木）
12 月 ３期 ６期 12 月 25 日（月）
1 月 ４期 ７期 1 月 31 日（水）
2 月 ４期 ８期 2 月 28 日（水）

第6回最優秀賞　「おやま」組み立て
高
たか

橋
はし

一
かず

甫
お

さん（下原山）の作品
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街
か
ど

リ
ポ
ー
ト

4 

▲

5

タ
ウ
ン

ト
ピ
ッ
ク
ス

6 

▲

11

市
政

レ
ー
ダ
ー

12 

▲

17

さ
さ
や
ま
ホ
ッ
ト

ス
テ
ー
シ
ョ
ン

18 

▲

19

は
ぐ
く
み

20 

▲

21

施
設
情
報
・

相
談

22 

▲

25

イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン

26 

▲

31

特
集

2 

▲

3

市政レーダー

格
し
た
赤
色
ま
た
は
青
色
の
容

器
で
、「
灯
油
用
」と
表
示
さ
れ

て
い
ま
す
。

②
軽
油
用
ポ
リ
容
器
は
、
軽
油
を

入
れ
る
こ
と
を
前
提
に
消
防
法

に
定
め
ら
れ
た
性
能
試
験
に
合

格
し
た
緑
色
の
容
器
で
、「
軽
油

用
」と
表
示
さ
れ
て
い
ま
す
。

※
軽
油
用
ポ
リ
容
器
や
携
行
缶

は
、
ホ
ー
ム
セ
ン
タ
ー
や
ガ
ソ

リ
ン
ス
タ
ン
ド
な
ど
で
販
売
し

て
い
ま
す
の
で
、
消
防
法
で
定

が
で
き
ま
す
。

ハ
ー
ト
ピ
ア
北
条
団
地
の
募
集
概

要と
こ
ろ　
篠
山
市
細
工
所

募
集
区
画　
５
区
画

め
ら
れ
た
性
能
試
験
に
合
格
し

た
旨
の
表
示
が
な
さ
れ
た
も
の

を
購
入
し
て
く
だ
さ
い
。

灯
油
用
ポ
リ
容
器
に
軽
油
を
入
れ

て
い
ま
せ
ん
か
？

　
農
機
具
の
燃
料
と
し
て
軽
油
が

使
わ
れ
て
い
る
こ
と
が
あ
り
ま
す

が
、
軽
油
を
保
管
し
、
運
搬
す
る

場
合
は
、
軽
油
用
ポ
リ
容
器
か
携

行
缶
に
入
れ
て
く
だ
さ
い
。

灯
油
用
ポ
リ
容
器
と
軽
油
用
ポ
リ

容
器
の
違
い

①
灯
油
用
ポ
リ
容
器
は
、
灯
油
を

入
れ
る
こ
と
を
前
提
に
消
防
法

に
定
め
ら
れ
た
性
能
試
験
に
合

　
平
成
10
年
に
分
譲
を
開
始
し
た

ハ
ー
ト
ピ
ア
北
条
団
地
は
、
13
区

画
購
入
い
た
だ
き
、
地
元
自
治
会

と
も
連
携
を
図
り
な
が
ら
良
好
な

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
が
形
成
さ
れ
て
い

ま
す
。

　
さ
ら
に
、
地
域
の
発
展
を
図
る

た
め
、
残
る
５
区
画
の
販
売
を
行

っ
て
い
ま
す
。
親
族
の
方
や
縁
者

の
方
で
、
の
び
の
び
過
ご
せ
る
環

境
で
子
育
て
を
お
考
え
の
方
が
い

ら
し
た
ら
、
ぜ
ひ
、
ご
紹
介
く
だ

さ
い
。

　
な
お
、
ご
購
入
い
た
だ
い
た
方

は
、
市
の
定
住
支
援
制
度
の
活
用

問
い
合
わ
せ　
消
防
本
部
予
防
課
☎
５
９
４
‐
１
１
１
８

問
い
合
わ
せ　
地
域
計
画
課
☎
５
５
２
‐
１
１
１
８

市民救命士講習会
消防署☎594-1119

毎月第1土曜日に開催しています
　ＡＥＤを使用した心肺蘇生法や、け
がをしたときの止血法などの講習を受
けましょう。
と　き　6月3日（土）9:00 ～ 12:00
ところ　篠山市消防署
定　員　10人（先着順）
テキスト代　60円
申し込み方法　消防署ま
たは各出張所に備え付け
の申込書（市ホームペー
ジにも掲載）を提出

消
防
設
備
士
試
験
が
行
わ
れ

ま
す

と
き
・
種
類　

８
月
５
日

（
土
）＝
甲
種
第
４
類
、
乙
種

第
１
類
～
第
７
類
／
８
月
６

日（
日
）＝
甲
種
特
類
、
甲
種

第
１
類
～
第
３
類
お
よ
び
第

５
類

と
こ
ろ　

神
戸
村
野
工
業
高

等
学
校（
神
戸
市
長
田
区
）

申
請
期
間

○
書
面
申
請
＝
６
月
16
日

（
金
）～
29
日（
木
）　

※
消

印
有
効
。

○
電
子
申
請
＝
６
月
13
日

（
火
）～
26
日（
月
）　

※
詳

細
は（
一
財
）消
防
試
験
研

究
セ
ン
タ
ー
の
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
に
掲
載
。

願
書
の
配
布
場
所　

篠
山
市

消
防
本
部
、
県
下
各
消
防
本

部

あ
な
た
な
ら　
無
事
故
の
着
地　
決
め
ら
れ
る
！
（
推
進
標
語
）

６
月
4
～
10
日
は｢

危
険
物
安
全
週
間｣

で
す

の
び
の
び
過
ご
せ
る
環
境
で
子
育
て
を
！

ハ
ー
ト
ピ
ア
北
条
団
地
分
譲
中

区画
番号

分譲面積
（㎡） 分譲価格（円）

6 274.57 3,377,211 
12 280.96 3,512,000 
13 277.83 3,195,045 
14 277.76 3,249,792 
15 269.41 3,098,215 

 ふるさといちばん

篠山の時代をつくろう

市長の とーくHOT
ほっと

今月のこ ん に ち は 市 長 室
　市長が市政に対してのご意見やご要望を
お聴きする場として開催しています。事前の申
し込みは不要で、1人15分程度の面談または
懇談会です。
と　き　6月12日(月)16:00～19:00
ところ　市役所本庁舎3階・応接室
問い合わせ　秘書課☎552-5109

市
名｢

丹
波
篠
山
市｣

へ
「
丹
波
市
に
は
３
つ
の
宝
が

あ
る
。
丹
波
栗
、
丹
波
黒

大
豆
、
丹
波
大
納
言
小
豆
、

こ
れ
を
丹
波
三
宝
と
名
付
け
る
」

と
さ
れ
て
い
る
ほ
ど
で
す
。

　
観
光
客
が
、
丹
波
市
を
丹
波
篠

山
と
間
違
え
て
訪
問
さ
れ
た
り
、

篠
山
市
の
特
産
を
丹
波
市
産
と
間

違
え
ら
れ
た
り
、
ふ
る
さ
と
納
税

先
を
間
違
え
ら
れ
た
り
、
テ
レ
ビ

番
組
な
ど
で
、
丹
波
篠
山
と
し
て

丹
波
市
を
紹
介
し
た
り
、も
は
や
、

こ
れ
を
正
す
手
立
て
は
見
つ
か
り

ま
せ
ん
。
丹
波
栗
で
さ
え
、
丹
波

市
の
栗
と
思
わ
れ
て
き
て
い
る
の

で
す
。

　

さ
ら
に
心
配
さ
れ
る
の
は
、
丹

波
篠
山
が
「
丹
波
･
篠
山
」
と
し

て
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
天
気
予
報
や
、
雑
誌

な
ど
で
紹
介
さ
れ
て
い
る
こ
と
か

ら
、
何
を
指
す
の
か
が
極
め
て
曖

昧
に
な
っ
て
き
て
い
る
こ
と
で
す
。

　

私
も
市
長
と
し
て
、
市
外
に
出

を
市
名
に
し
て
、
さ
ら
に
良
い
ま

ち
づ
く
り
に
進
む
べ
き
と
の
意
を

強
く
し
て
い
ま
す
。

　
丹
波
市
が
誕
生
し
た
の
が
平
成

16
年
、
当
時
、
篠
山
市
の
多
く
の

市
民
、
団
体
か
ら
、「
氷
上
郡
の

み
が
広
域
の
共
有
名
で
あ
る
丹
波

を
名
乗
ら
れ
る
こ
と
に
よ
る
混
乱

が
避
け
ら
れ
な
い
」
な
ど
と
し

て
、
再
考
を
求
め
ま
し
た
が
、
当

時
の
瀬
戸
篠
山
市
長
は
、「（
氷
上

郡
が
丹
波
市
を
名
乗
る
こ
と
に
つ

い
て
）
そ
の
是
非
を
判
断
す
る
立

場
に
な
い
」と
さ
れ
た
こ
と
か
ら
、

篠
山
市
が
一
定
の
理
解
を
し
て
い

る
と
と
ら
え
ら
れ
て
し
ま
い
、
再

考
さ
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。

　
そ
れ
か
ら
10
年
以
上
、
丹
波
市

は
自
ら
を
、
丹
波
、
丹
波
と
呼
ん

で
丹
波
を
Ｐ
Ｒ
さ
れ
、
最
近
で
は
、

　
市
名
「
丹
波
篠
山
市
」
が
再
燃

し
て
い
ま
す
。

　

平
成
23
年
に
こ
の
問
題
が
議
論

さ
れ
た
時
は
、
市
議
会
で
も
市
民

の
間
で
も
賛
否
が
分
か
れ
、
検
討

委
員
会
で
は
、「
市
の
最
優
先
課

題
で
あ
る
財
政
再
建
の
見
通
し
が

立
っ
て
か
ら
行
う
べ
き
、
丹
波
篠

山
ブ
ラ
ン
ド
、
篠
山
市
の
知
名
度

の
向
上
を
進
め
て
い
く
」
と
さ
れ

て
い
ま
し
た
。

　

そ
れ
が
本
年
に
な
っ
て
、
商
工

会
、
観
光
協
会
、
農
協
、
丹
波

さ
さ
や
ま
栗
振
興
会
か
ら
、
市
名

変
更
を
検
討
す
べ
き
と
い
う
要
望

書
が
出
さ
れ
、
小
西
県
会
議
員
も

一
日
も
早
く
変
更
を
、
と
述
べ
ら

れ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
背
景
は
、
丹
波
市
が
誕
生

し
て
10
年
以
上
が
経
ち
、「
丹
波
」

と
い
う
呼
称
が
何
を
指
す
の
か
混

乱
、
誤
解
が
い
よ
い
よ
激
し
く
な

り
、「
丹
波
篠
山
」
に
つ
い
て
も
、

丹
波
市
と
篠
山
市
を
合
わ
せ
た
も

の
と
の
誤
解
が
広
が
っ
て
い
る
か

ら
で
す
。

　
私
も
、
調
べ
れ
ば
調
べ
る
ほ
ど
、

市
制
20
年
を
機
に
、
長
年
築
か
れ

た
私
た
ち
の
丹
波
篠
山
ブ
ラ
ン
ド

た
時
に
実
感
す
る
の
は
、「
兵
庫

県
篠
山
市
で
す
」
と
言
っ
て
も
ほ

と
ん
ど
分
か
っ
て
も
ら
え
ず
、「
丹

波
篠
山
」
と
言
え
ば
、
黒
豆
や
デ

カ
ン
シ
ョ
で
多
く
の
人
に
知
っ
て
い

た
だ
い
て
お
り
、
グ
ン
と
反
応
が

良
く
な
り
ま
す
。

　

篠
山
市
の
知
名
度
は
３
割
、
丹

波
篠
山
の
知
名
度
は
7
割
以
上
と

言
わ
れ
ま
す
。

　

篠
山
市
は
こ
の
と
こ
ろ
、
日
本

遺
産
、
ユ
ネ
ス
コ
創
造
都
市
、
全

国
景
観
モ
デ
ル
刷
新
都
市
と
な
る

な
ど
、
大
き
く
飛
躍
し
よ
う
と
し

て
い
ま
す
。

　
市
民
一
人
一
人
が
未
来
の
ま
ち

を
託
す
市
名
に
つ
い
て
、
今
度
こ

そ
心
を
ひ
と
つ
に
、
と
り
ま
と
め

ら
れ
る
よ
う
、
取
り
組
ん
で
い
き

ま
す
。

丹波ささやま栗振興会からの要望

洲本

豊岡

朝来

宍粟

姫路 明石

西脇
丹波・篠山

神戸
尼崎

「丹波・篠山」と表示し、これを丹
波篠山とアナウンスされている

天気予報の画像イメージ

地域ブランド調査2016（株式会社ブランド総合研究所）

「丹波篠山」は知られていても、「篠山市」の認知度は低い。
篠山市の良いところが「丹波市」に吸収されている。

項　　目 篠山市 丹波市

認知度 602位 366位

地名の付いた農林水産品 280位 16位

地元産の食材が豊富 228位 88位

農林水産業が盛んなまち 164位 64位

産品購入意欲度スコア 447位 144位

歴史・文化のまち 244位 195位

観光・レジャーのまち 480位 354位

再燃！


